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　 16)東 日本大震災における当科の対応

　 ○佐久間珠恵,宮 島 久,吉 開 義弘,竹 内 聡史

　　 御代田 駿,近 藤 祐,宮 嶋 千秋,宗 像 佑弥

　　　　　　　　　　　 (会津中央病院歯科口腔外科)

　東 日本大震災は史上最大規模の大災害 となった。

会津中央病院は会津医療圏の災害拠点病院である

が,今 回の災害に対 しては,浜 通 りおよび中通 り

地方か らの後方支援 を担う病院となった。歯科口

腔外科では,歯 科口腔外科における医療難民への

対応や他科への搬送症例 に対する口腔ケアを中心

に対応に当たった。今回,演 者 らはその対応内容

について,実 態を把握する目的に本検討 を行った

ので,そ の概要を報告 した。対象は東 日本大震災

後,当 院に救急搬送および転院搬送 された143例

(以下,口 腔ケア群),お よび,当 科外来 を受診

した46例(以 下,外 来群)と し,口 腔 ケア群 は

医科カルテおよび口腔 ケア施行時の当科チャー ト,

(48)



Vol.38　 　No　3 第51回　奥羽大学歯学会例会講演抄録 151

外来群は当科のカルテ記載を基に検討 した。検討

期間は口腔 ケア群 が初回搬送 された3月11日 か

ら4月1日 まで,外 来群は最初の被災者が受診 し

た3月18日 か ら5月23日 とした。口腔清掃状態

に関 しては,そ の状態 をAか らDに 分類 した。口

腔ケア群は高齢者が多く,寝 たきりの状態の症例

が多かった。口腔清掃状態不良症例は予想に反し

多 くなく,口 腔清掃の積極的介入の頻度 は少な

かった。外来群はフェイズ1で の対応は無く,フ ェ

イズ2前 半では,被 災地近隣病院からの口腔外科

症例の依頼,避 難民への歯科 に対する対応,フ ェ

イズ2後 半では,重 症歯 性感染症や歯痛などの急

性歯科疾患 に対 し対応す るケースが多かった。

フェイズ3で は,通 常の外来受診は減少 し,一 度

近 くの歯科診療所 を経由し,紹 介で受診する口腔

外科的疾患が増加 した。今後の問題点として,増

加 した医療人口に対する医療供給 をどうするか。

医療難民が必ずしも会津医療圏にとどまらないた

めの対応。被災前に行われていた治療の継続,特

に矯正やインプラン トなどに対す る対応が問題と

なってくる可能性が示唆された。
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